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A：国勢調査実績推移 B:平成７年-12年値の推計 C:平成17年-22年値の推計 現行計画の目標推移

（人）（人）（人）（人）

■人口の推移グラフ（推計値には網掛けあり）

H7 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

A：国勢調査

実績推移
31,534 30,951 30,824 30,697 30,570 30,443 30,316 30,179 30,041 29,904 29,766 29,629

B:平成７年

-12 年値の

推計

31,534 30,951 30,809 30,667 30,525 30,384 30,243 30,036 29,831 29,625 29,419 29,215 28,953 28,691 28,430 28,169 27,907 27,599 27,290 26,982 26,673 26,367

C:平成 17

年-22 年値

の推計

31,534 30,951 30,824 30,697 30,570 30,443 30,316 30,179 30,041 29,904 29,766 29,629 29,429 29,230 29,029 28,830 28,630 28,380 28,130 27,881 27,631 27,381

現行計画の

目標
31,534 30,951 30,861 30,771 30,680 30,590 30,500 30,460 30,420 30,380 30,340 30,300 30,275 30,250 30,225 30,200

C-B の差 15 30 45 59 73 143 210 279 347 414 476 539 599 661 723 781 840 899 958 1,014

※A は国勢調査の実績値
※B は平成７年と平成 12年の国調データをもとに平成 12 年の市町村別生命表（平成７年の生命表は存在しないため）を利用した推計値＝現行計画時に利用した統計データをもとに算出した推計
※C は平成 17年と平成 22 年の国調データをもとに、平成 17 年と平成 22年の市町村別生命表を利用した推計値＝直近の統計データをもとに算出した推計
※B と C の計算処理方法は同条件として実施（コーホート要因法を利用）
※現行計画の推計は平成 26 年の 30,200 人の目標を見据えたもの。当時の推計では変化率法で H22 年 30,133 人、H27 年 29,300 人、要因法では H22 年 29,214 人、H27 年 27,907 人と推計しており、要因法については

B の推計と同じ結果である。

これまでの人口推移をみると、平成 22 年の国勢調査では 29,629 人となっている。既に現行計画の平成 26 年度に掲げる目標値 30,200 人を下回っており、これまでの推移からしても高い目標設定である

ことが考えられる。第１次計画策定当初を想定して人口推計を実施した場合＝B の人口推計結果は、平成 22年に 29,215 人と予測されており、若干の現状と乖離がる。予測よりも現状では人口減少が緩やか

であったことが考えられる。より現状に近付けるため、新しい人口データを使用した場合の人口推計＝C の人口推計結果は、上記の通りであり、前期基本計画が満了となる平成 31 年には 27,631 人と予測し、

平成 35 年では 26,515 人、平成 36年には 26,226 人と予測している。



H7 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

A：国勢調査

実績推移
31,534 30,951 30,824 30,697 30,570 30,443 30,316 30,179 30,041 29,904 29,766 29,629

D:平成７年

-12 年値の

地区の積み

上げ推計

31,534 30,951 30,824 30,694 30,566 30,436 30,310 30,124 29,939 29,754 29,568 29,385 29,144 28,903 28,663 28,421 28,180 27,899 27,617 27,334 27,054 26,772

E:平成 17

年-22 年値

の地区の積

み上げ推計

31,534 30,951 30,824 30,697 30,570 30,443 30,316 30,179 30,041 29,904 29,766 29,629 29,434 29,241 29,046 28,852 28,657 28,414 28,172 27,930 27,687 27,445

C:平成 17

年-22 年値

の推計

31,534 30,951 30,824 30,697 30,570 30,443 30,316 30,179 30,041 29,904 29,766 29,629 29,429 29,230 29,029 28,830 28,630 28,380 28,130 27,881 27,631 27,381

E-D の差 0 3 4 7 6 55 102 150 198 244 290 338 383 431 477 515 555 596 633 673

E-C の差 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 11 17 22 27 34 42 49 56 64

※A は国勢調査の実績値
※D は平成７年と平成 12年の旧町村別の国調データをもとに平成 12年の市町村別生命表（平成７年の生命表は存在しないため）を利用した推計値
※E は平成 17年と平成 22 年の旧町村別の国調データをもとに、平成 17年と平成 22年の市町村別生命表を利用した推計値

※B と C、D と E の計算処理方法は同条件として実施（コーホート要因法を利用）

第１次計画策定当初を想定した旧町村別の地区の積み上げによる人口＝Dの人口推計結果は、全市をもとに算出した結果よりも高く推計値が出る傾向があるが、平成22年で 29,385人と Aの実績値比べて、

予測結果が低い。E の人口推計結果は、平成 31年には 27,687 人と予測しており、C の全市的な人口推計結果より、56人多い予測となっている。平成 35年では 26,613 人、平成 36 年には 26,334 人と予測し

ている。全市的な人口推計と地区別の推計結果では多少違いは見られるものの、大きな差ではない。
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高富地区 伊自良地区 美山地区 D:全地区（積み上げ）

（人）
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高富地区 伊自良地区 美山地区 E：全地区（積み上げ）

（人）

D:平成７年-12 年値の地区の積み上げ推計

E:平成 17 年-22 年値の地区の積み上げ推計


